
 

令和７年度 学校自己評価システムシート （ さいたま市立 木崎 中学校 ）     学校番号 ２０３                            【様式】 
学 校 教 育 目 標 よく考えて行動する生徒 思いやりの意ある生徒 はつらつとした生徒        

目 指 す 学 校 像 一人ひとりの生徒が誇りをもち、保護者・地域住民に信頼され、未来を拓く学校の創造        

          

重 点 目 標 

１ 教育DXのもと学習者が主体的に学ぶ個別最適な学びの構築と授業改善の推進 
２ 積極的な生徒指導と教育相談の推進により安心安全な学校づくりと活力ある学校行事の推進 
３ 学校運営協議会による地域とともにある学校づくりと地域で活躍する生徒の育成 
４ 教育環境の整備による安全・安心で豊かに学べる学校づくり 
５ 同僚性を高め、協働して教育を推進する学校づくりのための教職員研修の充実 

※重点目標は５つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目は複数設定可。 

※番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、 

方策の評価指標」を設定。 

 

  

 

 

 
     

           学 校 自 己 評 価  学校運営協議会による評価 

年 度 目 標 年 度 評 価  実施日令和８年２月１９日 

番号 現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改善策  学校運営協議会からの意見・要望・評価等 
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【現状】 

〇市の学習状況調査では、市平均をやや下回って

いる。 

〇「タブレット端末を授業で毎日活用している」

と回答した生徒は８割を超えている。 

【課題】 

〇主体的に学ぶ姿勢の育成と個別最適な学びの構

築が課題である。 

〇学習に対しての興味・関心を広げ探究的に学ぶ

生徒の育成を図る必要がある。 

〇ＩＣＴの効果的な活用と、指導の工夫と改善を

さらに追究する必要がある。 

・主体的な学び

を進めるため

の情報端末の

活用、授業改

善 

① 文部科学省の「リーディングＤＸ

スクール事業」実践指定校の委嘱

を受け、全教員でＩＣＴを効果的

に活用した授業を行う。 

② 自分の学習課題を自分で決めて取

り組む朝チャレンジを実施する。 

① 学校評価における「きめ細かな学

習支援を行っているか」の問いに

対し、生徒の肯定的な回答が８

０％以上となったか。 

② 低位層を底上げし、市の学習状況

調査で市平均を上回ったか。 

① 「きめ細かな学習支援」の問いに対

し、生徒の肯定的な回答は７２．８％

で目標値には届かなかった。 

② 市の学習状況調査で市平均と比較して

１年+１．４、２年-１５．０、３年+

２．１で、学年によって差があった。 

Ｂ 

・個別最適な学びをさらに推進する必要

がある。 

・低位層の底上げに重点を置くとともに 

教科の特性に応じて学習の個性化を推進

する。 

 

・中学校は教科担任制なので、

カリキュラムマネジメントが難

しいと思うが、「個別最適な学

び」と「協働的な学び」を柱に

教科横断的な学習を行い、よく

連携が図れているように思う。 

・教科の壁を壊して授業研究を

行い、総合的な学習の時間等を

活用して探究的に学ぶ生徒の育

成を引き続き行ってもらいた

い。 

・実生活に生き

る学びのため

の各教科の動

機づけと教科

横断的な学習

の工夫 

① 生徒自身が自分で学習課題を設定

し、他者との対話や協働により、

自分の考えを広めたり深めたりす

る授業を実践する。 

② 「学びのポイント」の視点に基づ

く授業を実践する。 

① 「学びの指標」の「主体的な学

び」の平均値が３．３以上となっ

たか。 

② 教科横断的な指導を充実させ、SDG

ｓと ESDを意識した STEAMS TIMEを

実施できたか。 

① 「学びの指標」の「主体的な学び」の

平均値は、３．３２となり目標を達成

した。 

② 教科横断的な指導を充実させ、SDGｓ

と ESDを意識した STEAMS TIMEを実施

できた。 

Ａ 

・自分の学習課題を自分で決める主体的

な学びを推進する。 

・他者との対話や協働により自分の考え

を広めたり深めたりする授業を実施する

とともに、教師が教える授業から学習者

が主体的に学ぶ授業へ変革する。 
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【現状】 

〇学校評価における「木崎中が好き」の問いに対

して、生徒、保護者とも肯定的な回答は８割を

超えている。「連絡・相談に適切に対応してい

る」では、保護者の肯定的な回答は８割を超え

ている。 

【課題】 

〇登校しぶりや不定愁訴を訴える生徒が少なくな

いこととそれに対応する職員の経験不足が課題

である。 

・魅力があり生

徒の活力を育成

する学校行事の

推進 

① 生徒会や生徒委員会を活性化して生

徒の活動の場を増やす。 

② 生徒の意見を取り入れながら、男女

同一標準服へ移行する。 

① 「木崎中が好き」の肯定的な回答

が２％以上増えたか。 

② 生徒が積極的に学校生活を送り、

行事等に取り組めたか。 

① 「木崎中が好き」の肯定的な回答は８

１．３％で-１．７％だった。 

② 生徒が積極的に学校生活を送り、行事

等に取り組むことができた。 

 

Ａ 

・生徒主体に魅力ある学校づくりをさら

に推進する。 

・生徒会や生徒委員会を中心に生徒主体

の教育活動を充実させる。 

 

・生徒会や中央委員会を中心に

生徒主体の教育活動を引き続き

充実させてほしい。 

・不登校生徒はもちろん、その

保護者も辛い思いを抱えている

と思うので、ＰＴＡとしてもで

きることをしていきたい。 

・きめ細かく対

応する生徒指

導、教育相談の

充実、生徒の視

線に合わせた教

育相談の実施 

① 全校三者面談の実施（年２回）。

教育相談週間の実施（各学期１

回）。生徒に関する連絡会の実

施。（年２回）。 

② スクールダッシュボードの有効活

用。Solaるーむを組織運用する。 

① 学校評価における「連絡・相談に

適切に対応している」の肯定的な

回答が２％以上増えたか。 

② スクールダッシュボード、Sola る

ーむを有効活用し、不登校生徒を

減少できたか。 

① 「連絡・相談に適切に対応している」

の肯定的な回答は、生徒は+１％だっ

たが、保護者は-１４．９％だった。 

② スクールダッシュボード、Sola るーむ

を有効活用したが、不登校生徒を減少

させることはできなかった。 

 

Ｂ 

・不登校生徒が多いことが継続課題であ

る。 

・スクールダッシュボードを有効活用

し、生徒面談をさらに充実する。 

・Solaルームの運営を組織化し、サポー 

ト体制を充実させる。 
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【現状】 

〇学校運営協議会で本校生徒につけたい力、並び

に地域に貢献する生徒の育成という方向が確認

されている。 

〇関係機関との生徒に係る連絡会は年２回開催す

ることが定着している。 

【課題】 

〇地域との連携に関して、教員の働き方改革との

両立が課題である。 

〇コロナ禍以降に着任した教員への地域とともに

ある学校づくりの啓発が必要である。 

・保護者、地域

への学校公開 

 

 

 

 

① 学校公開日年１回、授業参観年３

回、学級懇談年３回実施する。 

② スクリレを活用する教員をさらに

増やし、随時配信する。 

③ ブログ等、学校ホームページを充

実させる。 

① 学校評価における「学校や生徒の

活動の様子が保護者に伝わってい

るか」の肯定的な回答が９割を超

えているか。 

② 学校ホームページが毎週更新され

たか。 

① 「学校や生徒の活動の様子が保護者に

伝わっているか」の肯定的な回答は９

４．１％で９割を超えることができ

た。 

② 学校ホームページは毎週更新された。 

Ａ 

・スクリレによる配信とホームページに

よる情報提供をさらに充実させる。 

・スクリレを活用する教員をさらに増や

し、学校や生徒の活動の様子を随時発信

する。 

 

・公民館のボランティアに１７

名の生徒が参加したり、アート

展にも毎回作品を展示させても

らったりしている。 

・特別支援学級の生徒もボラン

ティア活動を行ったり、演奏を

披露してくれたりしている。 

・パソコン部にもイベントのポ

スター制作に協力してもらった

りして、地域によく貢献してい

ると思う。 

・木崎中生が取

り組む地域活

動と、地域の

ボランティア

活動への参加 

① 学校運営協議会を年間３回実施

し、地域で活躍する生徒について

の熟議を行う。 

② 避難所運営訓練や地域活動に生徒

を積極的に参加させる。 

① 生徒が避難所運営訓練や地域活動

にボランティアで参加するなど、

地域との連携が図れたか。 

② 参加生徒が１０％以上増えたか。 

① 生徒が避難所運営訓練に１０名、地域

活動に１１６名ボランティアで参加

し、地域との連携が図れた。 

② 参加生徒が７０％増えた。 
Ａ 

・避難所運営訓練や地域活動への参加生

徒をさらに増やし、地域との連携を強化

する。 

・生徒を地域に預け、地域の教育力を活

用する。 
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【現状】 

〇築５０年を迎えた校舎や施設について、老朽化

による破損・雨漏り等が多い。 

〇ICT 教育環境について、普通教室は整備されて

いるが、タブレットの修繕に時間がかかってい

る。 

【課題】 

〇毎月の安全点検の確実な実施と生徒への注意喚

起、生徒自身の安全への意識を高めることに課

題がある。 

・計画的で効果

的な予算運用

による教育環

境の整備 

① 施設管理、修繕に関する予算執行

管理を徹底する。 

② ICT 機器等管理担当を組織化し、タ

ブレットの修繕申請を迅速に行

う。 

① 施設管理、修繕に関する予算執行

管理を徹底できたか。 

② タブレットの修繕申請を迅速に行

い、未所持生徒の減少、期間の短

縮を実現できたか。 

① 施設管理、修繕に関する予算執行管理    

を徹底できた。 

② タブレットの修繕申請を迅速に行い、     

 未所持生徒の減少、期間の短縮を実現 

できた。 

 

Ａ 

・樹木の剪定を計画的に進めたい。 

・タブレットの入替に伴い、未所持生徒

が大幅に減少することが期待される。 

 

・校舎や施設は老朽化に伴い破

損個所等が多いと思うが、事故

が起こると大変なので、教職員

による毎月の安全点検を徹底さ

せる必要がある。 

・災害時には、中・高生が戦力

になるので、安全への意識をさ

らに高めてもらいたい。 

 

・点検報告を基

にした確実な

修繕実施 

① 教職員による毎月の安全点検を確

実に実施し、迅速に修繕する。 

② 安全に関する集会を設けたり、生

徒会活動を促進したりして、生徒

自身の安全への意識を高める。 

① 安全点検で報告された箇所につい

て各学期末までに修繕できたか。 

② 生徒自身の安全への意識を高める

ことができたか。 

① 安全点検で報告された箇所について各    

学期末までに修繕できた。 

② 生徒自身の安全への意識を高めること  

ができた。 

 

Ａ 

・毎月の安全点検を徹底させることが課

題である。 

・生徒自身の安全への意識をさらに高め

たい。 
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【現状】 

〇教育ＤＸの推進とＩＣＴの活用において研究推

進委員が率先して情報提供をしている。 

〇研修担当が計画的に事故防止や資質向上に関す

る研修を行っている。 

【課題】 

〇教職員の経験値の差があり、資質向上の研修が

絶えず必要である。 

〇教科の特性や経験年数によってＩＣＴの活用状

況に差がみられる。 

 

・教職員の ICT

活用能力の向

上による教育

ＤＸの実現 

① リーディングＤＸスクール事業を

実践する。 

② 校内研修を計画的に実施する。 

③ 研究発表会、ＩＣＴ教育先進校等

への視察・派遣を定期的に行う。 

① 「学びの指標」の「ＩＣＴの効果

的な活用」の平均値が３．３以上

となったか。 

② リーディングＤＸスクールとして

ＩＣＴを効果的に活用した授業を

学校内外へ公開できたか。 

① 「学びの指標」の「ＩＣＴの効果的な          

活用」の平均値は前年度より+０．０７

で３．１１となったが、目標値には届

かなかった。 

② ７月にリーディング DX スクール指定校

公開授業・公開研修会、学校 DX 推進研

修兼 SSSP 管理職研修会を約 200 名の参

会者を集めて開催し成果を発表した。 

Ａ 

・タブレットの活用は、教科によって差

があるので、活用する教科を増やすこと

が課題である。 

・ＩＣＴ等の思考ツールを授業で活用す

るための校内研修を毎月行う。 

・「学びの指標」のＩＣＴの効果的な活

用を目標値に設定して授業改善を進め

る。 

 

・デジタルと紙のそれぞれの長

所を生かした教育活動を進めて

もらいたい。 

・生徒の生成 AIの利活用につい

ても、生徒が頼りすぎて自分で

考えなくならないように指導を

工夫してもらいたい。 

・タブレットの有効活用や AIの

利活用等、教育現場も変化が激

しく教職員も大変だと思うが、

引き続き研修に励み、子どもた

ちのために頑張ってもらいた

い。 

・働きがいのあ

る学校づくり 

① デジタル採点システムを普及する

等、校務を徹底的に効率化する。 

② 報告・連絡・相談・見届け体制の強

化とチームワークのよい職場づくり

により同僚性を向上させる。 

① デジタル採点システムの活用による

成績処理等、校務を効率化できた

か。 

② 組織的対応を徹底し、同僚性を向上

させることができたか。 

① デジタル採点システムの活用により成   

 績処理等、校務を効率化できた。 

② 組織的対応を徹底し、同僚性を向上させ

ることができた。 

Ａ 

・生成 AIの活用により、業務改善をさら

に促進する。 

・チームワークのよい職場づくりを継続

し、同僚性をさらに向上させる。 
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